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分離方法を 開発し,定量した 結果では 】. 注入
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MCは局所より極めて速かに代謝され , 他の臓
器に分配される MCは無視 される程の 微量で
あることが判明した(高橋)0
3 今 日 の 話 題 ｢慢 性 肺 化 膿 症｣
乱.非特異的慢性肺感染症殊に慢性肺炎




















ち.外 科 か らみ た 最 近 の 肺 化 膿 症




























むなきに 至った 症例である｡ 別除肺病巣から
Aspergilusfumigatusが発見されたが,組織
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d.慢 性 肺 炎 の 病 理 組 織 像

























細胞や 巨細胞胞体内 に γ-グロブリンを証明し
た｡最後に癒痕癌とその類似の所見について討
諭した｡
4 心 臓 外 科 の 現 況 と 問 題 点




















描, 消毒などの 準備や 後仕末が 簡単であるこ
と,および多量の-バ リン血を準備しな くて実
施 しうることの二点である｡そのために,人工
肺および回路セットをすべて disposableとな
し,症例毎に新らしい既に消毒された人工肺お
よび回路セットを用いれば,その準備は約10分
間で完了し,しかも使用後に放棄すればよいの
